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1.はじめに
Google は 2018 年 5 月 2 日（米国時間）

に、従来の Google Maps API を同年 6
月 11 日（米国時間）より Google Maps 
Platform という新しいサービスに移行
することを発表した。新しいサービスで
は、これまでスタンダードプランとプレ
ミアムプランの 2 種類あった料金プラン
が統合され、使用量に応じた従量課金の
単一プランとなった。この新しい料金プ
ランでは毎月 200USD 分が無料使用枠
として付与されることになる。

これまでは Google Maps API の使用
環境が社内イントラネットや会員制サイ
トなど、非公開環境の場合にはプレミア
ムプランへの契約（年間 10,000USD よ
り）が必要であった。しかし Google 
Maps Platform では、使用環境が公開・
非公開に関係なく従量課金の単一プラン
となったため、社内ネットワークで使用
する業務システムで、Google マップと
の連携が行いやすくなった。

ただし、注意していただきたいのは、

請求先アカウントの設定としてクレジッ
トカード情報の登録が必須となる点であ
る。 詳 し く は、 下 記「Google Cloud 
Japan 公式ブログ」の 2018 年 5 月 8 日
の記事をご確認いただきたい。
https://cloud-ja.googleblog.com/ 
2018/05

そこで本稿では、Delphi/400 で業務
システムを開発する際に広く使われてい
る VCL（C/S 型 ） の プ ロ グ ラ ム で、
Google Maps Platform を 使 用 し て
Google マップと連携する方法について
説明する。

2.�Delphi/400で
Googleマップを�
表示する方法

2-1.�Google�Maps�Platformの利用
手続き

Google Maps Platform を使用する場
合 API キーが必須となる。そして、

API キーを取得するには Google アカウ
ントが必要となるため、Google アカウ
ントをお持ちでない場合は事前の作成が
必要となる。

Google アカウントの作成サイト
https://accounts.google.com/signup/
v2/webcreateaccount?hl=ja&flowNa
me=GlifWebSignIn&flowEntry=Sign
Up
（Google で“Google アカウントの作

成”を検索すると上位に表示される
「Google アカウントの作成」。）

API キーを取得するには、Google ア
カウントへログインした後、次のサイト
の「使ってみる」ボタン【図 1】より、
手順に従って登録を行っていく。

Google Maps Platform 公式サイト
https ://cloud.google .com/maps-
platform/

詳しい登録手順は、さまざまなサイト
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図2　Google	Maps	Platformの利用手続きについて②

図1　Google	Maps	Platformの利用手続きについて①
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ポイント②で IE が操作可能になるま
で待っているが、エラー等に備えて
TWebBrowser コ ン ポ ー ネ ン ト の
Documentプロパティが利用可能になっ
ていることを確認する。

次に文字列リストとストリームを準
備 す る。 ス ト リ ー ム は TMemory 
Stream を使用する。HTML の文字列
定数（cGoogleMap）を文字列リストの
Text プロパティへセットし、文字列リ
ストの SaveToStream メソッドでスト
リームに書き込む。ただし、SaveTo 
Stream メソッドで書き込んだ直後はス
トリームの位置が HTML の末尾に移動
してしまうため、ストリームの Seek メ
ソッドで先頭位置へ戻している。（位置
の変更は Position プロパティでも可能）

そして、IE の IPersistStreamInit イ
ンターフェースの Load メソッドでスト
リームを渡すのだが、Delphi/400 のス
トリーム（TStream 型）を COM ベー
スの IStream 型へ変換する必要がある
ため、TStreamAdapter クラスを経由
して渡す。TStreamAdapter クラスは
TInterfacedObject クラスを継承してお
り、自動解放されるため明示的な解放を
行う必要はない。最後にストリームと文
字列リストを解放して、IE への表示処
理は終了となる。

完成した画面を実行すると、オースト
ラリアのシドニー周辺の地図が表示され
る。【図 8】

3.�Googleマップの�
機能を連携するテク
ニック

3-1.�Googleマップにマーカーを�
立てる

この章では、サンプルファイルに登録
されている複数の営業所の位置を、緯度
と経度を使用して Google マップ上に
マーカーを立てる方法について説明をす
る。完成イメージは【図 9】となる。また、
緯度と経度についてはファイルに登録さ
れているものとする。この章以降で使用
するサンプルファイルのイメージは、【図
10】【図 11】を参照していただきたい。
サンプルファイルは、IBM i の特定のラ
イブラリーに存在するものとする。

用している。

参考サイト
https://developers.google.com/maps/
documentation/
（上記 URL にある“Maps JavaScript 

API”のリンク先）

（3）フォームの OnShow イベントに
【ソース 2】のように記述する。

ここで OnShow イベントで行ってい
ることについて説明を行う。

【ソース 2 のポイント①】
TWebBrowser コ ン ポ ー ネ ン ト は

OLE コンテナであり、このコンポーネ
ン ト を 貼 り 付 け た だ け で は
InternetExplorer オブジェクト（以下、
IE）がまだ準備されていない状態であ
る。このままでは IE に HTML を流し
込むための命令が使えないため、まず最
初に Navigate メソッドを使ってブラン
クページを表示させる指示を行う。そう
することで IE を OLE コンテナ上に準
備させる。

【ソース 2 のポイント②】
ポイント①の Navigate メソッドを実

行後、Delphi/400 のプログラムは IE の
準備完了を待たずに次へ進んでしまうた
め、IE の準備が完了したかどうかを
ReadyState プロパティで確認する。
ReadyStateプロパティが返す状態は【表
1】のとおりである。

ReadyState プ ロ パ テ ィ が
READYSTATE_INTERACTIVE（IE
の操作が可能になる状態）まで待ってか
ら、表示したいHTMLをIEに流し込む。

HTML を IE に表示させる方法はい
くつかあるが、本稿では汎用性の高いス
トリームを使う方法で行う。ストリーム
を使うメリットは以下のとおりである。

●ストリームを使うメリット
・プログラムコード内に直接埋め込んだ

HTML コードが利用可能。
・ファイルストリームと連携させること

で HTML ファイルを利用可能。
・エンコード指定を行うことで、文字

コードの変更が可能。

【ソース 2 のポイント③】

で紹介されているためここでは割愛する
が、ポイントは次の 3 点である。

（1）プロダクトの選択では「Maps」に
チェックを付ける。【図 1】

（2）API ラ イ ブ ラ リ よ り「Maps 
JavaScript API」を有効にする。【図2】

（3）Maps JavaScript API のキーの制
限設定を行う。【図 3】【図 4】

登録が完了したら、「API とサービス」
の認証情報より API キーを取得する。

【図 5】

2-2.Googleマップを表示する
VCL フォーム上に、2 章で取得した

API キ ー を 設 定 し た Google Maps 
Platform を使用して Google マップを表
示してみる。

VCL フォームに Web サイトを表示
するには「TWebBrowser」コンポーネ
ントを使用する。TWebBrowser コン
ポ ー ネ ン ト は 標 準 で は Internet 
Explorer7.0 の互換モードとして動作す
る。Google Maps Platform を使用して
Google マップを表示する場合、HTML5
として宣言することが推奨されているた
め、InternetExplorer7.0 の互換モード
では表示されない。そこで、Internet 
Explorer の最新バージョンとして動作
するように設定をする。【図 6】のよう
にレジストリのキーに値を追加すること
で設定ができる。

設定が完了したら、Delphi/400 を起
動して次の手順で Google マップを表示
する画面を作成する。

（1）フォームに TWebBrowser コンポー
ネントを貼り付ける。【図 7】

（2）Google マップ表示用 HTML を定
数として定義する（【ソース 1】を参照）。

この HTML に、2 章で取得した API
キーを組み込む。また、Google マップ
を表示する際、中心位置を緯度と経度で
指定する「center」と、地図の拡大レベ
ルを指定する「zoom」が必須指定となる。
この HTML で指定している緯度と経度
は、オーストラリアのシドニー近郊の位
置を指定している。

＊ HTML は、次の Google のサイト
で公開されているサンプル HTML を使
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図4　Google	Maps	Platformの利用手続きについて④

図3　Google	Maps	Platformの利用手続きについて③
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業所の詳細情報を表示する方法について
説明する。ただし、マーカーの情報を取
得するためには TWebBrowser コン
ポーネントを経由して JavaScript を実
行して戻り値を取得する必要がある。し
かし、TWebBrowser コンポーネント
には JavaScript を実行するメソッドは
実装されていない。独自で実装すること
も可能ではあるが簡単ではない。

そこで本稿では、JavaScript を実行
するメソッドなど TWebBrowser コン
ポーネントでは実装されていないメソッ
ド や プ ロ パ テ ィ が 実 装 さ れ て い る

「TEmbeddedWB」コンポーネントと
いうフリーのコンポーネントを利用す
る。TEmbeddedWB コンポーネントは
bsalsa productions にて開発・公開され
ていたフリーのコンポーネント群の１つ
だが、現在は little earth solutions に
よって GitHub 上でメンテナンス・公開
されている。

TEmbeddedWB コンポーネントのダウ
ンロードサイト
https://github.com/littleearth/Delphi-
EmbeddedWB

GitHub 上では Delphi 5 〜 Delphi 10 
Seattle までが対象となっているが、
Delphi 10.1 Berlin や Delphi 10.2 
Tokyo 向けの dpk ファイルも存在する

（＊ dpk ファイルの読み込み前に res
ファイルを削除しなければ正しく取り込
めない）。ダウンロードサイトより
TEmbeddedWB コンポーネントをダウ
ンロードして Delphi/400 の開発環境に
インストールをする。

それでは、次の手順に従って、4 章で
作成した画面に機能を追加していく。

（1）【図 14】に従ってコンポーネントの
追加／変更を行う。変更内容は、まず
TWebBrowser コンポーネントを先程
インストールした TEmbeddedWB コ
ンポーネントに入れ替える。

次に、TTimer コンポーネントを追
加 し、Enabled プ ロ パ テ ィ を False、
Interval プロパティを 200 に設定する。
TTimer コンポーネントの用途について
は後述する。そして、営業所の詳細情報
を表示するために TDBEdit を追加する。

（3）フォームの OnShow イベントでは、
Google マップ表示用 HTML を使用し
て TWebBrowser コンポーネントに
Google マ ッ プ を 表 示 し て い る。
OnShow イベントに【ソース 5】【ソー
ス 6】のように記述する。それでは
OnShow イベントで行っている内容に
ついて詳しく見ていこう。

【ソース 5 のポイント①】
IBM i に接続し、TDBGrid コンポー

ネントに営業所名の一覧を表示する。

【ソース 5 のポイント②】
ここでは Google マップを表示する

HTML を編集している。HTML の編集
イメージは【図 13】を参照していただ
きたい。

まず、サンプルファイルを全件参照し
ながら、各レコードの緯度（SPLATI）
と経度（SPLNGI）を取得する。そして

【ソース 3】で組み込んだ、マーカーを
立てる JavaScript「setMarker」の引
数に取得した緯度と経度をセットする。
こ の setMarker を【 ソ ー ス 3】 の
HTML の続きとして、サンプルファイ
ルに登録されているデータ全件分を結合
する。こうすることで、1 回の HTML
のリクエストで全件分の営業所のマー
カーが付いた状態の Google マップを表
示することができる。

【ソース 6 のポイント①】
【ソース 6】の Google マップを表示す

る処理については 3 章の内容と同じにな
る。ただし、Google マップを表示する
HTML をセットする個所は、【ソース 5
のポイント②】で説明した編集結果を
セットするようにする。

完成した画面を実行すると完成イ
メージ【図 9】のように、各営業所の位
置にマーカーが立っている Google マッ
プが表示される。

3-2.�クリックしたマーカーの情報を�
取得する

この章では、3-1 で作成した画面に機
能を追加し、クリックした Google マッ
プのマーカーに保管している情報（営業
所 CD）を取得して、その情報を基に営

それでは、次の手順で画面を作成して
いく。

（1）【 図 12】の よ う に、フ ォ ー ム に
TDBGrid コ ン ポ ー ネ ン ト と
TWebBrowser コンポーネントを貼り
付ける。そして、サンプルファイルを参
照するために FireDAC 関連のコンポー
ネントと TDataSource コンポーネント
を貼り付ける。FireDAC 関連の各コン
ポーネントの設定は次のとおり。

●TFDConnection コンポーネントの設
定

接続エディタにて設定する。
・接続定義名：CO400DEF
・Database ：Delphi/400Configuration

の AS/400Name
・User_Name ：IBM i 接続ユーザー
・Password ：IBM i 接続ユーザーのパ

スワード
・ODBCAdvanced：LibraryOption 

=[ サンプルファイルが有る Library
名 ]

● TFDQuery コンポーネントの設定
SQL プロパティにサンプルファイル

を参照する以下の SQL 文を埋め込む。
（SQL 文）

SELECT * FROM [ サンプルファイ
ル名 ]

ORDER BY SPEGCD

TDBGrid コンポーネントのカラムに
は営業所名（SPEGNM）を設定する。

（2）Google マップ表示用 HTML は【ソー
ス 3】【ソース 4】を参照。この章では
HTML を２つに分割している。分割し
ている理由については後述する。また

【ソース 3】では、Google マップにマー
カ ー を 立 て る た め に Google Maps 
Platform の API を使用した JavaScript

「setMarker」を組み込んでいる。

【ソース 4】では、Google マップ表示
後に地図の中心にしたい緯度と経度を組
み込んでいる。本稿では「難波サンケイ
ビル　本社」を中心にするため、その緯
度と経度を組み込んでいる。そして 3 章
と同様に、2 章で取得した API キーを
HTML へ組み込む。
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図7　Googleマップを表示する②

図6　Googleマップを表示する①

図5　APIキーの取得
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画面下の営業所詳細情報はクリックした
営業所の情報が表示される。

3-3.Googleマップを移動・拡大する
この章では、3-1 から使用している画

面にさらに機能を追加し、画面左の営業
所一覧をクリックすると、Google マッ
プの該当営業所のマーカーが真ん中に移
動し、かつ拡大して表示する方法につい
て説明する。

この章での変更はソースのみとなる。
まずは Google マップを表示する HTML
を【ソース 11】に従って変更する。

【ソース 11 の変更点①】
引 数 で 受 け 取 っ た 緯 度 と 経 度 を

Google マップの中心にし、拡大表示す
る JavaScript「moveMapCenter」 を
追加実装する。

次 に、【 ソ ー ス 12】 に 従 っ て
TDBGrid コンポーネントの OnClick イ
ベントを実装する。【ソース 11】で実装
した moveMapCenter にサンプルファ
イルの緯度と経度を引数として渡して実
行する。

完成した画面を実行すると完成イ
メージ【図 17】のように、画面左の営
業所一覧をクリックするごとに Google
マップの該当営業所のマーカーが真ん中
に移動し、かつ拡大して表示される。

以上で「Delphi/400 で Google Maps 
Platform を使用したアプリケーション
開発テクニック」の説明は終了となる。

4.最後に
初めに述べたように、Google Maps 

Platform のサービス開始に伴い、非公
開の社内用 Web アプリケーションや
C/S 型アプリケーションでもプレミア
ムプランの契約なしに、API を用いた
Google マップが利用できるようになっ
た。今後は、そのプレミアムプラン契約
がネックとなって利用を諦めていた非公
開環境での活用も増えてくるだろう。

ただし、無料で使用できる枠には限度
があり、無料で使用できる枠は使用する
サービスによって異なるため、Google 
Maps Platform を利用する際には注意

ポーネントの OnClick イベント（以下
OnClick イベントとする）で、【ソース 7】
で実装された getmrkegcd を実行して
グローバル変数の営業所 CD を戻り値と
し 受 け 取 る よ う に す る。 し か し、
OnClick イベントの方がマーカーのク
リックイベントよりも先に発生してしま
うため、戻り値が正しく取得できない。
そこで、OnClick イベントと、マーカー
のクリックイベントが非同期で発生する
ことを考慮し、TTimer コンポーネント
で getmrkegcd の実行タイミングを遅
らせる。

OnClickイベントとTTimerコンポー
ネントの OnTimer イベントを【ソース
10】のように実装する。

【ソース 10 のポイント①】
OnClick イベントでは、TTimer コ

ンポーネントの OnTimer イベントを起
動するのみとなる。

【ソース 10 のポイント②】
TTimer コンポーネントの OnTimer

イベントで、OnClick イベント発生後
（200 ミリ秒後）に getmrkegcd を実行
して戻り値の営業所 CD を取得する。
JavaScript である getmrkegcd を実行
するには TEmbeddedWB コンポーネ
ントに実装されている「ExecScriptEx」
メソッドを使用する。ExecScriptEx メ
ソッドは実行した Script の戻り値を取
得できるメソッドで、語尾に“Ex”が
付いていない「ExecScript」メソッド
も実装されているが、こちらは Script
を実行するのみのメソッドとなる。

【ソース 10 のポイント③】
取得した営業所 CD でサンプルファイ

ルより該当営業所 CD を検索し詳細情報
を表示させる。

ここまでで実装した「クリックした
マーカーの営業所 CD を取得する」処理
のイメージは【図 15】を参照いただき
たい。

完成した画面を実行すると完成イ
メージ【図 16】のように、Google マッ
プ上のマーカーをクリックするごとに、
画面左の営業所一覧はクリックした営業
所にレコードが移動し、それに合わせて

（2）Google マップを表示する HTML
【ソース 3】【ソース 4】に対して、【ソー
ス 7】【ソース 8】のように変更を行う。
変更内容は以下のとおり。

【ソース 8 の変更点①】
説明の順番が前後するが、グローバル

変数である営業所 CD（mrkegcd）を追
加宣言する。この営業所 CD（mrkegcd）
を【ソース 7】内で使用する。

【ソース 7 の変更点①】
まず setMarker の引数に営業所 CD

を受け取る項目（egcd）を追加する。

【ソース 7 の変更点②】
受け取った営業所 CD（egcd）を、マー

カーに紐付けて保管する営業所 CD
（marker.egcd）にセットする。

【ソース 7 の変更点③】
マーカーにクリックイベントを定義

し、マーカーをクリックした際に、マー
カーに保管している営業所 CD（marker.
egcd）をグローバル変数の営業所 CD

（mrkegcd）にセットする。

【ソース 7 の変更点④】
新たに営業所 CD（mrkegcd）の値を

取得する JavaScript「getmrkegcd」を
追加し、営業所 CD（mrkegcd）を戻り
値として返すようにする。

（3）フォームの OnShow イベントを
【ソース 9】に従って変更を行う。変更
内容は、【ソース 7】にて setMarker の
引数に営業所 CD が追加されたため、

【ソース 5】の Google マップを表示する
HTML を編集しているところで使用し
ている setMarker の引数に、【ソース 9
の変更点①】のようにサンプルファイル
の営業所 CD（SPEGCD）をセットする
ようにする。これでマーカーを立てる際
に営業所 CD（SPEGCD）がマーカーに
紐付いて保管される。

（4）Google マップのマーカーをクリッ
クした時に、【ソース 7】で setMarker
に定義したクリックイベントで、マー
カーで保管している営業所 CD がグロー
バル変数の営業所 CD にセットされてい
る。VCL からは TEmbeddedWB コン
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ソース2　フォームのOnShowイベント

ソース1　Googleマップ表示用HTML
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が必要となる。詳しくは、下記参考サイ
トで確認していただきたい。

●参考サイト
https ://cloud.google .com/maps-
platform/
（上記 URL のメニューにある“料金”

のリンク先）
 M
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図8　Googleマップを表示する③

表1　ReadyStateプロパティが返す状態
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図10　Googleマップにマーカーを立てる②

図9　Googleマップにマーカーを立てる①
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図12　Googleマップにマーカーを立てる④

図11　Googleマップにマーカーを立てる③

074_093_migaro_Report_福井_小杉_四.indd   85 18/10/25   11:41



86

ソース4　Googleマップ表示用HTML②

ソース3　Googleマップ表示用HTML①
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ソース6　フォームのOnShowイベント

ソース5　フォームのOnShowイベント
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図14　クリックしたマーカーの情報を取得する①

図13　Googleマップにマーカーを立てる⑤
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ソース9　フォームのOnShowイベント【ソース5】からの変更点

ソース8　Googleマップ表示用HTML②【ソース4】からの変更点

ソース7　Googleマップ表示用HTML①【ソース3】からの変更点
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図15　クリックしたマーカーの情報を取得する②

ソース10　TEmbeddedWBコンポーネントのOnClickイベント

TTimerコンポーネントのOnTimerイベント
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ソース11　Googleマップ表示用HTML①JavaScriptの追加

図16　クリックしたマーカーの情報を取得する③
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図17　Googleマップの移動と拡大①

ソース12　TDBGridコンポーネントのOnClickイベント
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